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● 会 長 報 告       土屋 富士子君 

先週末、12月 6

日（土）と 7日

（日）に開催さ

れた国際ロータ

リー第 2620 地

区 地区大会に

参加して参りま

した。今年度のホストクラブは伊東西ロータリ

ークラブで、初日は川奈ホテル、2 日目は伊豆

ベロドロームという素晴らしい会場での開催で

した。今回の大会では、ガバナーの稲葉雅之氏

（伊東西 RC）による力強いメッセージが印象的

でした。特に「会社 deワクチン」事業の発表で

は、ポリオ根絶に向けた取り組みが‟あと少し”

の段階にあること、そしてそのために「これで

もか」と畳みかけるような行動が必要だという

熱意が伝わってきました。 

また、ロータリー財団の透明性ある運用や、寄

付が確実に社会のために使われているという信

頼性についても再確認する機会となりました。

世界中のロータリアンが同じ志を持ち、地域と

世界のために行動していることを実感し、私自

身も大きな刺激を受けました。 

このような学びと交流の場に参加できたことを、

心から感謝しております。今後のクラブ活動に

も、この経験を活かしていきたいと思います。 

それに一番皆様にお伝えしたいことは、6日 

に川奈ホテルで行われました会長幹事をおもに

各委員会代表者たちの中でのガバナー補佐推薦

の功績のありましたクラブが表彰され静岡第 4

ｸﾞﾙｰﾌﾟからは藤枝ロータリークラブ音楽フェス

が選ばれました。大変名誉あることですね。 

余談ですが、川奈ホテルで行われました RI会長

代理の Wen-Li Chiu 様と会長代理のお父様の

歓迎晩さん会はとてもおいしかったです。 

本日、12月 10日は世界的にいくつかの重要な 

 

記念日が重なっています。 

・ノーベル賞受賞式の日 

スウェーデンの発明家アルフレッド・ノーベル

の命日にあたるこの日は、毎年ストック 

ホルムとオスロでノーベル賞の授賞式が行われ

ます。人類の平和や化学の進歩に貢献した方々

が表彰されるこの式典は、世界中の希望と尊敬

の象徴ですね。 

・世界人権デー（Human Rights Day） 

1948年 12月 10日、国連総会で「世界人権宣言」

が採用されたことを記念して制定されて国際デ

ーです。すべての人が平等に尊重される社会を

目指すこの理念は、ロータリーの「人道的奉仕」

の精神にも通じるものがあります。 

・ベルトの日 

日本服装ベルト工業連合会が制定した記念日で、

「ジングルベル」の「ベル」と 10に h氏の「ト」

を組み合わせて「ベルト」とする語呂合わせか

らきているそうです。ちょっとユニークで季節

感もあって面白いですね！ 

今日はガバナー補佐の杉本様と事務局長の深沢

様がおいでになられています。本日も宜しくお

願い致します。 

● 幹 事 報 告         太田 暢裕君 

・藤枝市国際友好協会より 

情報誌「ＦＩＦＳ ＮＥＷＳ Vo.183」が届 

きました。 

● 出 席 報 告         仲田 廣志君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

28／41 68.29％ 32／41 78.04％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○石上君 内田君 江﨑君 ○落合君 河森君 

○島村君 ○鈴木君 ○武田君 ○玉木君 
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○寺田君 ○松田君 ○望月君 ○八木君 

○山口君 ○北島君 

※〇印は欠席連絡あり 

(２)メークアップ者 

北島 毅君（11/18静岡北） 

八木 晋介君（12/7地区大会） 

● ビ ジ タ ー                      

国際ﾛｰﾀﾘｰ第 2620地区 静岡第 4 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

杉本 昭ガバナー補佐 

深沢英雄ガバナー補佐事務局長 

● スマイル B O X        仲田 廣志君 

・土屋富士子君 

ガバナー補佐杉本様、深沢様おいで下さりあ 

りがとうございます。 

スマイル累計額 ４２，９４０円 

● ガ バ ナ ー 補 佐 訪 問 ②                   

 

 

焼津ロータリー

クラブ 

ガバナー補佐 

杉本 昭様 

 

 

●ロータリーの友紹介      増田 貴行君 

『ロータリーの友  11.12月号紹介』 

１１月は、ロータ

リー財団月間です。 

１１月５日を含む

１週間は世界イン

ターアクト週間で

す。 

横組みの３ペー

ジにフランチェスコ・アレッツオＲＩ会長メッ

セージが掲載されています。 

財団への寄付ついて述べられていますので紹介

させて頂きます。 

１９行目に、毎年、ロータリー平和センターは、

対立を対話へ、分断を理解へと変える新時代の

リーダーを育成しています。2023-2024 年度に

は、新たに約 100 人の平和フェローが研究を開

始し、140 か国以上から 1,800 人を超える平和

構築者たちのレガシー受け継いでいます。彼ら

に投資することは、今後何十年にもわたって実

を結ぶ平和の種をまくことです。と述べられて

います。 

ロータリー平和センターについて調べてみました。 

タイ、アメリカ、イギリス、日本、オーストラ

リア、ウガンダ、スウェーデン７つの国に平和

センターがあります。 

ロータリー平和センターは、ロータリー会員、

ロータリー地区、個人、世界中の財団からの寄

付によって支えられています。 

日本は国際基督教大学に 2002 年に平和センタ

ーが開講されました。 

平和センターでは、平和構築と紛争解決に貢献

する人材を育成するため、各センターで独自の

カリキュラムを提供しているそうです。 

先程紹介したように、140 か国以上から 1,800

人が平和センターを卒業しています。 

卒業者は平和フェローと呼ばれています。 

国際基督教大学の多くの卒業者は、国連・国際

機関、ＮＧＯの職員や外交官として活躍してい

るそうです。 

右側の６行目から、ロータリー財団にとって大

切なのは、私たちが単独で何を達成できるかで

はなく、協力して何を達成できるかです。大小

にかかわらず、すべての寄付が他の寄付と合わ

さって、人類と未来のための大きな力となって

いきます。 

最後から４行目には、財団を通じて、私たちは

「よいことのために手を取り合い」、その過程で

プロジェクトだけではなく、平和、信頼、超我

の奉仕というレガシーを残していくのです。と

締めくくられています。 

今年度、ロータリー財団へは会員１名あたり

22,500 円の寄付を行っています。 

この寄付金が、ロータリー平和センターにも使

われています。 

横ぐみの６ページから１１ページをご覧ください。 

世界インターアクト週間と言う事で、インター

アクター未来への羅針盤という記事が掲載され

ています。 

2025 年大阪・関西万博の国際舞台において、第

2660 地区の 7 つのインターアクトクラブの代

表者が、自らの言葉で「人権と平和」について

発表した内容が掲載されています。 

発表テーマは、子ども兵士問題、国際社会にお

ける教育の未来、男女格差の是正、ＡＩによる
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偽情報の危険性、南スーダン教育支援です。 

彼らが真摯に取り組み、議論を重ねて生み出し

た言葉には、若者たちの無限の可能性と、社会

を変える確かな希望が詰まっていると書かれて

います。ご一読頂きたいと思います。 

横組み２０ページから２５ページをご覧ください。 

楽観主義者というビル・ゲイツ氏の記事が掲載

されています。 

ポリオ根絶について書かれていますので紹介さ

せて頂きます。 

今後２０年以内に全ての資産を寄附し、長年続

けてきた慈善活動を終了するというものです。 

世界ポリオ根絶推進活動のパートナーであるゲ

イツ財団は、設立から２５年間で、1,000 億ド

ル以上を拠出してきました。2024 年までにこれ

までの２倍以上の資金を寄附する必要があるそ

うです。 

２４ページになぜゲイツ財団はロータリーと提

携することを選んだのか？という質問にビル・

ゲイツ氏が答えています。紹介させて頂きます。 

ロータリーはポリオのない世界を最初に構想し

た組織であり、会員のリーダーシップは 40 年

以上にわたってこの世界的な取り組みを推進す

るうえで欠かせないものでした。 

ロータリーは 1985 年以来、数百の国々で約 30

億人の子どもたちにワクチンを接種する支援を

してきました。 

ロータリーのリーダーシップのおかげで、私た

ちは「二度とポリオを恐れる必要が無い世界」

という共通の目標に近づいています。 

そして最後に、ゲイツ氏は、ゲイツ財団が活動

を終える 2045 年よりずっと前に、ポリオが過

去のものとなることを楽しみにしています。と

書かれています。 

ちなみにピルゲイツ氏は、シアトルロータリー

クラブの名誉会員だそうです。 

話しはそれますが、ビル・ゲイツ氏より有名な

ロータリアンがいます。誰だと思いますか。 

答えは、ケンタッキー・フライド・チキンを創

業したカーネルサンダースだそうです。 

全世界のお店に像が置いてありますが、ロータ

リーバッチを付けているそうです。 

今度、確認してみたいと思います。 

私の気になる記事を紹介します。１１ページの

美酒に寄り添う肝臓にやさしいおつまみた 

続きまして、１２月号の紹介をさせて頂きます。 

１２月は疾病予防と治療月間です。 

横組みの３ページにフランチェスコ・アレッツ

オＲＩ会長メッセージが掲載されています。 

健康と幸せについて述べられていますので紹介

させて頂きます。 

６行目から、１２月の疾病予防と治療月間は、

身体の健康だけでなく、メンタルヘルスを含め

たロータリー会員の取り組みに注目する付きで

す。ＷＨＯの最近の報告によると世界でほぼ７

人に１人が何らかの精神疾患を患っています。

それにもかかわらず、治療を受けているのは、

その内わずか９％にとどまっています。 

幸いロータリーには、心の健康と幸福を支える

強力な方法があります。それは「友情」です。

ロータリーで築かれるつながりは、変化を生む

強い力となり得ることを、私は実体験から学び

ました。 

クラブの仲間たちが私をクラブの会長に推薦し

てくれた時、私は躊躇しました。吃音があり、

人前で話すのが怖かったのです。しかし、クラ

ブの仲間たちが私を支え、愛情で包んでくれた

おかげで、恐怖に立ち向かうことができました。

そして、人前に堂々と立つすべを見出すことが

できました。このような友情は、世界に持続可

能な変化をもたらすための勇気と手段を与えて

くれます。 

一方、各国政府が、メンタルヘルスに充てる平

均予算は保険予算のわずか２％で、研修を受け

たメンタルヘルス専門家が人口 10 万人に 1 人

しかいない国もあります。ＷＨＯは、この不足

を埋めるための戦略的かつ緊急の行動を呼びか

けています。 

ロータリーはこの呼びかけに答えることができ

ます。クラブで、メンタルヘルスへの意識を高

め、支援をしていきましょう。 

最後に、新たな可能性に満ちた新年を迎えるに

あたり、癒し、友情、そして幸せのために、よ

いことのために手を取り合ってまいりましょう。

と書かれています。 

来週は、クリスマス夜間例会です。みなさんで

友情を深めましょう。 

横組み１４ページから１９ページをご覧ください。 

全国からのポリオ根絶活動のエピソードが掲載

されています。 

この中から、藤枝ロータリークラブでも出来そ

うだなと感じた活動がありましたので紹介させ

て頂きます。 

１９ページの「コンペも例会も、学びも寄付も」
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という投稿です。 

宮崎北ＲＣでは年４回開催してのゴルフコンペ

を、すべてポリオ根絶チャリティーコンペとし

て実施したそうです。参加費に含めるのではな

く、寄付金として任意として無理なく楽しく参

加できるように工夫したそうです。 

１月１２日の藤枝ロータリークラブのコンペに

早速取り入れたいと思います。 

以上、今月のロータリー友の紹介とさせて頂き

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場所：伊豆ベロドローム 

 

参加者：土屋君・太田君・青島克君 

大塚君・河森君・澤部君・島村君 

平野君・村松英君・山田君・八木君 

四つのテスト 

ソングリーダー…… 菅原 慎司君 

ソング…… それでこそロータリー 

 

 

松葉 隆夫君 

青島 克郎君 

 

小西 啓一君 
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《1 月の事務局開局日時》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／勝又 徹君） 

月 火 水 木 金 

12 13 14 15 16 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

9：30～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

20 21 22 23 24 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

閉局 

 

27 28 29 30 31 

閉局 

 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

10：00～ 

16：00 

 

※ 開局日時は変更になる場合があります。 

    最新の情報は、ホームページでご確認ください。 

事務局 

〒426-0037 

藤枝市青木 1-11-10 アクセス 21 

TEL054-647-2300 FAX054-647-2040 

E-mail: club1972@fujieda-rotary.org 


